
 

 

 

 

 

笑顔いっぱいの 1学期！ 

今年度、学校教育目標を「笑顔いっぱい」とし、

子どもたちと過ごしてきた 1学期でした。多くの場

面で子どもたちの笑顔が見られ、また、私たちも笑

顔にしてもらいました。1 学期を振り返ってみる

と・・・。 

４月 

〇着任式：６年生の竹山悠進さんのマツケンサンバ

コール。笑顔にならない人はいません。着任した職

員全員が子どもたちのパフォーマンスに感動しま

した。 

〇歓迎遠足：幼稚園児も含めた歓迎遠足が行われま

した。中１年生の木村安那さん、田岡志帆さんは、

さすがお姉さんでした。自分の妹のことはもちろん、

他の園児にまで気を配り、みんなを笑顔にしてくれ

ていました。 

〇理科学習：３年生から始まった理科の学習。荻原

維人さん、木村洸陽さんが山口教頭先生と一緒に楽

しく笑顔で学習する様子が見られました。 

５月 

〇高島っ子総会：自分たちが過ごす高島小中学校を、

自分たちでどのように良くしていくのか。４年生の

荻原彩人さん、佐藤陽南人さん、竹山瑠那さんたち

が提案してくれた小中全員での「長縄」。７月１３日

（木）の昼休みに実際に行われました。その時のみ

んなの笑顔ももちろん素敵だったのですが、終わっ

た後に、「次はもってこうしたらいいよ。」「じゃ、こ

れはどうかな？」と話し合う様子を見て、私はとて

も笑顔になりました。 

６月 

〇教育週間：２年生の土屋美桜さんは、幼稚園のみ

んなと力を合わせて「スイミー」の音読劇を行いま

した。少し緊張していましたが、お姉さんとして、

みんなをまとめ、しっかりとやり遂げた後は「笑顔

いっぱい」でした。来園くださった地域の方々も全

員笑顔で、美桜さんの成長を喜んでいました。 

 

 

 

 

 

 

〇中総体 

中１年生の諸岡拓樹さん、中３年生の中川浬さん、

永留継さんがバドミントン競技に出場。それぞれ持

てる力の全てを出し切って頑張ってくれました。負

けた試合で笑顔にはなりませんが、それまでの試合

や自分が意図したプレーが決まった時には、引き締

まったいい笑顔が見られました。 

７月 

〇シュノーケリング体験 

５年生の土屋希龍さんの挨拶。大変一生懸命に取

り組む姿が見られ、とても嬉しく思いました。泳ぐ

ことが苦手な人や、ちょっと怖いなあと思っている

人もいたようですが、体験活動が終わる頃には全員

がとてもいい笑顔でした。 

 

このような、全員が「笑顔いっぱい」の姿。実は、

これが当たり前ではありません。子どもたちは、

日々いろいろなことに直面しながら、その問題と向

き合い、それを自分の中で何とか解決し、笑顔で過

ごしてくれています。そのバランスが崩れると「笑

顔いっぱい」は保てません。「笑う門には福来る」を

実践してくれている子どもたち、そして、それを支

えてくださっている保護者の皆様に大変感謝して

おります。 

 

終業式の校長講話で、この夏休みを過ごす中で身

に付けて欲しい「力」について子どもたちに話しま

した。それは、「自己決定力」です。自由に過ごす時

間が増える夏休みです。自分の生活を、自分で決め

ていく「自己決定力」を身に付け、満足のいく夏休

みを「自分の手で創り上げてほしい」ことを伝えま

した。 

４２日間の長い夏休み、思い出多い時間を子ども

たちと創り上げてください。 
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